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LEAPアプローチとそれに基づいたTNFD開示は、
自社の潜在的なリスク・機会の整理と戦略見直しに向けた有効な手段となる

1．はじめに

•分析・開示に関するステークホルダーからの外圧は高まり続けているが、
外圧ドリブンでの「開示のための開示」では単なるコストとなってしまう

•徐々に顕在化が進む自然関連のリスクに対して、調達方法・ポリシーの見直し、
事業ポートフォリオの組み換えなどの対応策の実践においては早期の分析・実
践が重要

•顧客のニーズ変化やステークホルダーの抱えるリスクに対する対応（ソリュー
ション提供などを含む）など、自社の機会の発見にもつながる

•日本企業の多くは、これまでも自然に配慮した形で事業を営んできており、
そうした下地の存在を認識し、そこから発展させていくことも有用
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LEAPアプローチとは、あらゆる産業セクターの企業等が利用可能な
自然関連リスク・機会の特定・評価・管理のためのフレームワークである

2．LEAPアプローチの解説

出所：TNFD「Guidance on the identification and assessment of nature-related issues: the LEAP approach」 （2026年2月2日アクセス）を基に作成

目標とリソースの調整作業の仮説を立てる

スコーピング

診断する（Evaluate）
依存とインパクト

E1
環境資産、
生態系サービ
スとインパクト
要因の特定

E2
依存とインパ
クトの特定

E3
依存とインパ
クトの測定

E4
インパクトマ
テリアリティの

評価

どのインパクトがマテリアルか。

自然に対する依存とインパク
トは何か。

分析対象となるセクター、ビジ
ネスプロセス、活動は何か。ど
のような環境資産、生態系
サービス、インパクトドライバー
が、これらのセクター、ビジネス
プロセス、活動、評価地域と
関連しているのか。

自然に対する依存の規模と
スコープは。
私たちが自然に与えるマイナ
スの影響の深刻さはどの
程度か。私たちが自然に与え
るプラスのインパクトの規模と
スコープは。

評価する（Assess）
リスクと機会

A1
リスクと機会
の特定

A2
既存のリスク
緩和および
リスクと
機会の

管理の調整

A3
リスクと機会
の測定と優先
順位付け

A4
リスクと機会
のマテリアリ
ティの評価 

どのリスクや機会がマテリアル
で、したがって TNFDの開示
提言に沿って開示する必要
があるか？

どのリスクと機会が優先するべ
きか。

既存のリスク緩和およびリスク
と機会の管理プロセスで、すで
に適用されているものは何か。

リスクと機会の管理プロセスと
関連要素（リスク分類法、リ
スク目録、リスク選好度など）
をどのように適合させるか。

組織にとってのリスクと機会は
何か。

準備する（Prepare）
対応し報告する

P1
戦略とリソー
ス配分計画

P2
ターゲット設
定およびパ
フォーマンス
管理

P3
報告

P4
公表

自然関連の開示をどこに、ど
のように提示するのか。

TNFDの開示提言に沿って、
何を開示するか。

どのようにターゲットを設定し
進捗を定義し、測定するか。

この分析の結果、どのようなリ
スク管理、戦略とリソース配分
の決定を下すべきか？

発見する（Locate）
自然との接点

L1
ビジネスモデル
とバリュー
チェーン範囲

L2 
依存と

インパクトの
スクリーニング

L3
自然との
接点

L4
要注意地域
ととの接点

セクター別およびバリューチェー
ン別の自社組織の活動は何
か。
直接的操業している拠点はど
こにあるか。

これらのセクター、バリューチェー
ン、直接的操業のうち、自然
に対する潜在的に中～高程
度の依存とインパクトを伴うも
のはどれか。

潜在的に中～高程度の依存
とインパクトを伴うセクター、バ
リューチェーン、直接操業はどこ
にあるか。
直接操業および依存とインパ
クトが中～高程度のバリュー
チェーンとセクターは、どのような
バイオームや特定の生態系と
接点を持っているか。

組織の活動で、バリューチェーン
やセクターへの依存やインパクト
が中～高程度で、生態学的な
要注意地域にあるものはどれか。
また、直接操業のうち、どれが
このような要注意地域にあるか。

先住民族、地域社会、影響を受けるステークホルダーとのエンゲージメント

組織の潜在的な自然関連の依存、インパクト、リスク及び機会に関する仮説を創出し、LEAP評価のパラメータを定義し、経営層と評価チー
ムが目標とスケジュールについて一致していることを確認するため、内部及び外部のデータと参考情報源を素早くハイレベルで事前調査する。

シナリオ分析

組織における重要な自然関連の依存、インパクト、リスク、機会が
ありそうな活動は何か？

組織内の現在のキャパシティ、スキル、データのレベル、および組織の目標を考
慮した上で、アセスメントを実施するために必要なリソース（財務、人材、デー
タ）と時間配分を検討し、合意する。

レ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
リ
ピ
ー
ト

レ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
リ
ピ
ー
ト

本日の
ワークの対象

https://tnfd.global/publication/additional-guidance-on-assessment-of-nature-related-issues-the-leap-approach/
https://tnfd.global/publication/additional-guidance-on-assessment-of-nature-related-issues-the-leap-approach/
https://tnfd.global/publication/additional-guidance-on-assessment-of-nature-related-issues-the-leap-approach/
https://tnfd.global/publication/additional-guidance-on-assessment-of-nature-related-issues-the-leap-approach/
https://tnfd.global/publication/additional-guidance-on-assessment-of-nature-related-issues-the-leap-approach/
https://tnfd.global/publication/additional-guidance-on-assessment-of-nature-related-issues-the-leap-approach/
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Locateフェーズでは自然と事業の接点を把握する

2．LEAPアプローチの解説

出所：TNFD[自然関連財務情報開示タスクフォースの提言」 (2026年2月2日アクセス）を基に作成

• Locateフェーズでは、3つのフィルター（セクター、バリューチェーン、地理的位置）を用いて自然と事業の接点を把
握することを推奨している。

•自然関連の依存関係やインパクト、リスク、機会は場所特有のものであるため、これらを特定、評価、管理する上で立
地が非常に重要であることが強調されている。

• Locateフェーズでは、以下のアウトプットが期待されている。

• セクター、バリューチェーン（上流及び下流）、地域別の自然との接点（依存・インパクト）

•事業活動を行う要注意地域（拠点周辺の自然環境上で注意すべき拠点）のリスト・地図等

•自然との接点について評価されたビジネスモデル、バリューチェーン、資本ポートフォリオの割合等

豊かな自然の中に立地

都市部に立地 工業地帯に立地

Locate Evaluate Assess Prepare

https://tnfd.global/publication/recommendations-of-the-taskforce-on-nature-related-financial-disclosures/
https://tnfd.global/publication/recommendations-of-the-taskforce-on-nature-related-financial-disclosures/
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• 双日は、幅広い事業ポートフォリオから水産バリューチェーンを対象として選定。関連会社・取引先の事業地域のうち、
生物多様性や生態系サービスの質の低下につながるリスクが大きい箇所を優先地域として特定し、地図上で整理。

• ローソンは、自社の象徴的な製品であり、自然への影響の大きさがSBTs for Nature等で指摘されているコーヒーバ
リューチェーンを対象として、バリューチェーンの各段階において依存・インパクトが大きい要素を図示。

バリューチェーンの各段階が位置する地域と要注意地域を地図上でマッピングする事例や、
主要な依存・インパクトの要素をバリューチェーン上でマッピングする事例が見られる

2．LEAPアプローチの解説

出所：双日株式会社HP （2026年2月2日アクセス）、株式会社ローソンHP （2026年2月2日アクセス）を基に作成

双日の開示事例 ローソンの開示事例

Locate Evaluate Assess Prepare

https://www.sojitz.com/jp/sustainability/materiality/environment/tnfd/
https://www.sojitz.com/jp/sustainability/materiality/environment/tnfd/
https://www.lawson.co.jp/company/activity/environment/tnfd/
https://www.lawson.co.jp/company/activity/environment/tnfd/
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Evaluateフェーズでは自然に対する依存・インパクトを特定する

2．LEAPアプローチの解説

出所：TNFD[自然関連財務情報開示タスクフォースの提言」 （2026年2月2日アクセス）を基に作成

• Evaluateフェーズでは、組織にとって潜在的に重要な自然への依存関係とインパクトを把握する。これには上流・下流
のバリューチェーンも含まれている。

•依存関係やインパクトの分析は、自然関連のリスクと機会を理解するための重要な第一歩となる。

• Evaluateフェーズでは、以下のアウトプットが期待されている。

•関連する自然資本と生態系サービスのリスト

•組織の自然への依存関係とインパクトのリスト

•潜在的に重要な依存関係と自然へのインパクトの分析、および重要な依存関係とインパクトのリスト

【依存】
河川から取水し製造工程で活用

【インパクト】
（意図せず）汚染物質を含む工程水

を河川に排水

Locate Evaluate Assess Prepare

https://tnfd.global/publication/recommendations-of-the-taskforce-on-nature-related-financial-disclosures/
https://tnfd.global/publication/recommendations-of-the-taskforce-on-nature-related-financial-disclosures/
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あらゆる事業活動は自然に依存し、インパクトを与えており、
自然資本の劣化等によりビジネスの継続にリスクが生じる可能性がある

2．LEAPアプローチの解説

出所：「サステナビリティ（気候・自然関連） 情報開示を活用した経営戦略⽴案のススメ」（2026年2月2日アクセス）を基に作成

自然資本

• 原材料の使用
• 燃料/エネルギー利用
• 水利用/洗浄
• 機械稼働
• 化学/生物学処理
• 照明/空調

直接操業

• 土地利用（土地改変）
• 安定操業（災害予防）
• 景観（周辺環境）

立地

バリューチェーン
上流

インプット

• 原材料
• 燃料
• 水
• 電気など

サプライヤーによ
る、農産物、木
材、水産物、
鉱物などの資
源の採取、加
工、流通

依存

組織が機能するために依存している環境資
産や生態系サービス

インパクト

自然の状態（質または量）に変化をも
たらすもの。プラスまたはマイナスの両方の

インパクトを含む

アウトプット

• 製品
• 廃棄物

バリューチェーン
下流

直接的インパクト要因
• 土地改変
• 資源採取
• 環境汚染
• 気候変動
• 侵略的外来種

• 自然再生など

事業拠点

事業者、消費
者による活動

• 排水
• 大気排出
• 騒音、振動
• 意図せぬ漏洩
• 臭気
• 光害（照明）

生態系サービス ： 供給サービス、調節・維持サービス、文化的サービス

•経済・社会活動は、生態系資本（生物多様性・生態系サービス）、地下資源（金属、化石燃料等）、非生物資
源 （再生エネルギー等）といった自然資本に依存している。

• それらの自然資本を利用することで、自然資本へのポジティブまたはネガティブなインパクトを与えている。

*自然資本: 自然資本は、組み合わさることで人々に便益をもたらす、植物、動物、空気、水、土壌、鉱物などの再生可能および非再生可能な自然資源のストックである

Locate Evaluate Assess Prepare

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/guide/TCFD_senryaku_guide_hyoshi.pdf
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/guide/TCFD_senryaku_guide_hyoshi.pdf
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• 富士電機は、「電気機器製造事業」の依存・インパクトを「ENCORE」ツールで分析し、結果をヒートマップで整理。

• 分析結果をそのまま適用せずに、結果を自社視点で解釈し、さらに自社の事業特性を踏まえて重要性を評価。

分析ツールを活用した上で、その分析結果を自社視点で解釈・評価することが
ステークホルダーとの対話の高度化や戦略策定・見直しに繋がる

2．LEAPアプローチの解説

出典：富士電機株式会社HP （2026年2月2日アクセス）を基に作成

富士電機の開示事例

Locate Evaluate Assess Prepare

https://www.fujielectric.co.jp/csr/global_environment/environment01/tnfd.html
https://www.fujielectric.co.jp/csr/global_environment/environment01/tnfd.html
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Assessフェーズでは、自然関連リスクと機会を特定し、優先順位付けを行う

2．LEAPアプローチの解説

出所：TNFD[自然関連財務情報開示タスクフォースの提言」 (2026年2月2日アクセス）を基に作成

• Assessフェーズでは、LocateおよびEvaluateフェーズで特定された自然への依存関係とインパクトに起因する、自然
関連のリスクと機会の特定、測定、優先順位付けを行う。

• Assessフェーズでは、以下のアウトプットが期待されている。

•関連する自然関連のリスクと機会のロングリスト（既存のリスクマトリックスにプロット可能）

•重要な自然関連リスクと機会のショートリストおよび優先順位の高い場所のリスト

•自然関連のリスクと機会を、既存のリスクと統合させるためのプロセス概要

過剰な取水による水位低下 汚染物質による水質汚濁
ビジネスによる自然状態の劣化から生じる地域

ステークホルダーとの関係性悪化、企業価値の低下

Locate Evaluate Assess Prepare

https://tnfd.global/publication/recommendations-of-the-taskforce-on-nature-related-financial-disclosures/
https://tnfd.global/publication/recommendations-of-the-taskforce-on-nature-related-financial-disclosures/
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自然関連のリスクは、主に物理リスクと移行リスク、システミックリスクに分けられる

2．LEAPアプローチの解説

•自然関連のリスクとは、自然に対する依存・インパクトから生じ、組織にもたらされる潜在的な脅威のことを指す。

•自然関連のリスクには、物理リスク、移行リスク、システミックリスクがある。

‣ 物理リスク：自然の劣化とそれに伴う生態系

サービスの喪失に起因するリスク

‣ 移行リスク：自然を保護し、回復し、自然への

悪影響を低減するための行動と、経済主体（企

業）との不整合から生じるリスク

‣ システミックリスク：個々ではなく、システム全体

の崩壊から生じるリスク

移行リスク

物理リスク

システミック

システミックor
ノンシステミック

生態系の
安定リスク

財務の
安定リスク

カテゴリー 概要

物理
リスク

急性 自然の状態を変化させる短期的で特定の出来事の発生。例えば、石油流
出、森林火災、収穫に影響を及ぼす害虫など

慢性 自然の状態が徐々に変化すること。例えば、農薬の使用や気候変動に起因
する汚染

移行
リスク

政策 自然へのプラスの影響の創出または自然へのマイナスの影響の緩和に関連す
る新たな（または既存の）政策の施行による政策状況の変化

市場 消費者の嗜好の変化など、市場全体のダイナミクスの変化。物理的、規制
的、技術的、風評的条件や利害関係者のダイナミクスの変化の結果、他の
リスクカテゴリーから生じる。例えば、生産工程に必要な淡水が不足している
ために資産価値が減少した企業

技術 自然への影響を低減した製品やサービスの代替、または自然への依存度を
低減した製品やサービスの代替。例えば、プラスチックから生分解性容器への
置き換え

評判 地域レベル、経済レベル、社会レベルを含む、組織の実際の、または認識され
ている自然影響に関する認識の変化。これは、直接的な企業への影響、業
界への影響、あるいはバリューチェーンの上流・下流における活動の影響から
生じるもの

責任 責任リスクは、法的請求から直接的または間接的に生じる。組織の自然行
動への備えに関する法律、規制、判例法が発展するにつれて、組織から発
生する偶発債務の事件や確率が増加

システ
ミック
リスク

生態系 重要な生態系/自然システムが破壊され、機能しなくなるリスク

財務 個別の金融機関の支払不能等や、特定の市場または決済システム等の機
能不全が、他の金融機関、他の市場、または金融システム全体に波及するリ
スク。例えば、大規模な地震・台風などの物理リスクによって、保険などの金
融機関が支払不能になり、それが波及していくことなど

出所：TNFD[自然関連財務情報開示タスクフォースの提言」 (2026年2月2日アクセス）を基に作成

Locate Evaluate Assess Prepare

https://tnfd.global/publication/recommendations-of-the-taskforce-on-nature-related-financial-disclosures/
https://tnfd.global/publication/recommendations-of-the-taskforce-on-nature-related-financial-disclosures/
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新しい自然関連ビジネスチャンスの獲得やネイチャーポジティブへの貢献等の機会を通じて、
企業価値を向上することができる

2．LEAPアプローチの解説

•自然関連の機会とは、自然へのプラスのインパクトの創出、またはマイナスのインパクトの緩和を通じて、組織と自然にとっ
てプラスの成果を生み出す活動を指す。

持続可能性パフォーマンスの機会（自然にとってプラスに働く機会）

ビジネス・パフォーマンスの機会（企業のビジネスにとってプラスに働く機会）

マーケット

資金フローおよび資金調達

製品・サービス

評判資本

資源の効率性

消費者の需要、消費者と投資家の感情、利害関係
者の動きなど、状況の変化の結果に生じる、新しい
市場や場所へのアクセスなど、市場全体の動きの変
化

資本市場へのアクセス、融資条件の改善、またはプ
ラスの自然影響やマイナス影響の緩和につながる金
融商品

自然への影響や依存を回避または削減す
るために、組織が自らの事業やバリュー
チェーンの中で取ることができる行動（例え
ば、天然資源の使用量を減らすなど）や、
事業効率の改善やコスト削減などのコベネ
フィットを達成するもの（例えば、植物の健
全性を最大限に高め、水の使用量を減らし、
コストを削減するマイクロ灌漑など）

技術革新を含め、自然を保護、管理、回復す
るような製品やサービスの開発・提供に関連す
る価値提案

社会への影響や利害関係者の関与を含む、
企業の実態に関する認識や認知されている自
然への影響の変化

天然資源の持続可能な利用 生態系の保護、修復、再生

天然資源をリサイクル、再生、再生可能、または倫理的責任をもって調
達された有機資源に置き換える

組織の直接管理の内外の地域を含む、生息地や生態系の保護、再
生、回復を支援する活動

カテゴリーと概要

出所：TNFD[自然関連財務情報開示タスクフォースの提言」 (2026年2月2日アクセス）を基に作成

Locate Evaluate Assess Prepare

https://tnfd.global/publication/recommendations-of-the-taskforce-on-nature-related-financial-disclosures/
https://tnfd.global/publication/recommendations-of-the-taskforce-on-nature-related-financial-disclosures/
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• 竹中工務店は、気候・自然関連で公表されているシナリオなどをもとに、経営企画室、設計、調達、技術、営業、本支
店、国際支店、グループ会社など15部門によるワークショップを実施し、発生可能性や財務インパクトを精査。

依存・インパクトから想定される自社事業へのリスク・機会をロングリストとして整理し、
発生可能性や財務インパクトの観点から重要な要素を抽出することが重要

2．LEAPアプローチの解説

出所：株式会社竹中工務店HP （2026年2月2日アクセス）を基に作成

竹中工務店の開示事例

Locate Evaluate Assess Prepare

https://www.takenaka.co.jp/enviro/esg_data/date/pdf/Takenaka_TNFD_Report.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/esg_data/date/pdf/Takenaka_TNFD_Report.pdf
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Prepareフェーズでは、自然関連の課題に対する組織の対応や体制、目標を設定する

2．LEAPアプローチの解説

出所：TNFD[自然関連財務情報開示タスクフォースの提言」 (2026年2月2日アクセス）を基に作成

• Prepareフェーズでは、Locate、Evaluate、Assessの評価を用いて、特定された課題に組織がどのように対応すべき
か、TNFDの開示提言に沿って何を開示するかについて、社内の利害関係者との議論に反映させる。

• Prepareフェーズでは、以下の成果が期待されている。

•効果的な目標とターゲットの設定を含め、LEAPアプローチで特定された自然関連の課題に組織がどう対応するか

•自然関連の評価に照らしたガバナンスおよびリスク管理プロセスについての組織内の議論

•自然関連の評価と照合した組織による自然関連の目標およびターゲットの設定

• TNFDに沿った開示の作成と公表

Locate Evaluate Assess Prepare

https://tnfd.global/publication/recommendations-of-the-taskforce-on-nature-related-financial-disclosures/
https://tnfd.global/publication/recommendations-of-the-taskforce-on-nature-related-financial-disclosures/
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• カルビーは、依存・インパクトと対応策を起点として、それらに対応する指標を選定し、中長期の目標設定と現在の実績
を整理している。

依存・インパクト、リスク・機会や対応策を踏まえて指標選定と目標設定をすることが、
取組の進捗管理などには有用

2．LEAPアプローチの解説

出所：カルビー株式会社HP (2026年2月2日アクセス）を基に作成

カルビーの開示事例

Locate Evaluate Assess Prepare

https://www.calbee.co.jp/sustainability/pdf/tcfd_tnfd_01.pdf
https://www.calbee.co.jp/sustainability/pdf/tcfd_tnfd_01.pdf
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LEAPアプローチ等による分析・検討結果をもとに、TCFD等の既存フレームワークと

整合した開示フレームワークで投資家・顧客などのステークホルダー向けに開示を行う

3. TNFDの開示フレームワークの解説

• TCFD開示の経験をもとに整理することが可能。さらに、統合的開示といった発展も可能。

•開示をもとにステークホルダーとの対話を進め、さらに取組・分析を高度化していくことが重要。
TNFD開示提言v1.0の構成

TNFD開示提言

ガバナンス 戦略 リスクとインパクトの管理 測定指標とターゲット

自然関連の依存、インパク ト、リスクと
機会の組織に よるガバナンスの開示。

自然関連の依存、インパクト、リスクと
機会が、組織 のビジネスモデル、戦略、 
財務計画に与えるインパク トについて、
そのような情 報が重要である場合は開
示する。

組織が自然関連の依存、インパクト、リ
スクと機会を特定し、評価し、優先順位
付けし、監視するために使用しているプ
ロセスを説明する。

マテリアルな自然関連の依存、インパク
ト、リスクと機会を評価し、管理するため
に使用している測定指標とターゲットを
開示する。

A.自然関連の依存、インパクト、リスクと機
会に関する取締役会の監督について説明
する。

A.組織が特定した自然関連の依存、イン
パクト、リスクと機会を短期、中期、長期ご
とに説明する。

A(ⅰ)直接操業における自然関連の依存、
インパクト、リスクと機会を特定し、評価し、
優先順位付けするための組織のプロセスを
説明する。

A.組織が戦略およびリスク管理プロセスに
沿って、マテリアルな自然関連リスクと機会
を評価し、管理するために使用している測
定指標を開示する。

B.自然関連の依存、インパクト、リスクと機
会の評価と管理における経営者の役割に
ついて説明する。

B.自然関連の依存、インパクト、リスクと機
会を踏まえた組織のビジネスモデルやバリュ
チェーン等の変更、計画の優先順位、移行
に向けた戦略、ガバナンスと指標・目標

A(ⅱ)上流と下流のバリューチェーンにおけ
る自然関連の依存、インパクト、リスクと機
会を特定し、評価し、優先順位付けするた
めの組織のプロセスを説明する。

B.自然に対する依存とインパクトを評価し、
管理するために組織が使用している測定指
標を開示する。

C.自然関連の依存、インパクト、リスクと機
会に対する組織の評価と対応において、先
住民族、地域社会、影響を受けるステーク
ホルダー、その他のステークホルダーに関す
る組織の人権方針とエンゲージメント活動、
および取締役会と経営陣による監督につい
て説明する。

C.自然関連のリスクと機会に対する組織の
戦略のレジリエンスについて、さまざまなシナ
リオを考慮して説明する。

D.組織の直接操業において、および可能
な場合は上流と下流のバリューチェーンにお
いて、優先地域に関する基準を満たす資産
および／または活動がある地域を開示する。

B.自然関連の依存、インパクト、リスクと機
会を管理するための組織のプロセスを説明
する。

C.自然関連リスクの特定、評価、管理のプ
ロセスが、組織全体のリスク管理にどのよう
に組み込まれているかについて説明する。

C.組織が自然関連の依存、インパクト、リ
スクと機会を管理するために使用している
ターゲットと目標、それらと照合した組織の
パフォーマンスを記載する。

出所：TNFD[自然関連財務情報開示タスクフォースの提言」 (2026年2月2日アクセス）を基に作成

https://tnfd.global/publication/recommendations-of-the-taskforce-on-nature-related-financial-disclosures/
https://tnfd.global/publication/recommendations-of-the-taskforce-on-nature-related-financial-disclosures/
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